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　雲出川は、その流れを利用する私たちにとって、
豊かな恵みをもたらしてくれています。しかし、
流域に広がる豊かな田園風景が現在の姿になる
までには、川の治水や流域の水田開発に力を尽

くした人々の姿がありました。今から400年近く
前の江戸時代前期、雲出川の利水を指導した西
嶋八兵衛と山中為綱。この2人の功績を紹介し
ます。

為綱が工事を行うまでは、
水路が狭く、たびたび氾濫
を起こしていた瀬戸ケ淵

やま  なか   ため  つなじま  はち    べ      え

にし

　西嶋八兵衛は、遠江国（現在の静岡県浜松市）
に生まれ、津藩初代藩主の藤堂高虎に仕えた家臣
のひとりです。

　もともと祐筆
と 呼 ば れ る 書
記 官 の 仕 事 を
していましたが、
城づくりの名人
と い わ れ る 高
虎の側近にあっ
て、各種の土木
事 業 の 専 門 家
とし て そ の 才
能を発揮しまし
た。
　 平 安 時 代 の
僧空海（弘法大
師）が作ったと
いわれ、日本最
大 の た め 池 で
あ る 香 川 県 の
満濃池は、八兵

衛が高虎の孫高俊が藩主であった讃岐国生駒家
へ派遣された時、八兵衛の指揮により大規模な改
修が行われました。その後も八兵衛は、同地の河
川改修や新田開発に大きく貢献し、90以上のため
池を作ったといわれます。

雲出井の整備
　津藩の領地であった雲出川下流地域の村々は、
川が近くを流れているものの、その水面が低く、
干ばつに悩まされた地域でした。
　寛永19（1642）年、正保3（1646）年と時を経
ずして襲った大干ばつで津藩領内が大凶作となっ
たことから、2代藩主藤堂高次は八兵衛に領内を

巡回させて
村の復興を
検討するよ
うに命じ、そ
の進言によ
り「雲出井」
の開削が行
われました。
この工事は、
戸 木 村（ 現
在の戸木町）
を流れる雲
出川に堰を設けて取水し、久居・高茶屋の台地裾
を通って下流域まで水を流す、延長7,200間（約
13㎞）に及ぶ大工事でした。
　工事を陣頭指揮した八兵衛は、土地の高低差を
調べるために夜間松明をともし遠望して測量し、
井水の側溝斜面には竹を植えて崩壊を防ぐなどし
ました。また、水路は途中に7カ所の樋門を設けて
水流を調節する方法をとり、高茶屋地域で高郷井・
八寸・揚溝に三分して、高茶屋・雲出・垂水・藤方の村々
へ水が行き渡るようにしました。以後はこの水路

整備によって干ば
つ の 心 配 が なく
なり、600ヘクタ
ー ル ほどの 水 田
で1万石（1万人
が1年間に食べる
米の量）の増収に
つながりました。
　八兵衛は、その
後、山城・大和に
あった藩領を治め
る奉行（城和奉行）
となって活躍し、
80歳を超える年
齢まで 藩 政 の 重
責を担いました。

　雲出川下流域での水利の功労者である西嶋八
兵衛の活躍から、やや時を置いて、津藩の2代藩
主藤堂高次に仕えた家臣が山中為綱です。為綱は、
雲出川の中流域（一志・白山地域）での治水事業
や井水開削、新田開発に尽力した人物です。　

瀬戸ヶ淵の開削
　白山町北家城の瀬戸ケ淵は、両岸の岩盤が迫り
流路が狭くなっていて、大雨ごとに水が氾濫して
洪水を引き
起こす場所
でし た 。一
志郡奉行で
あった為綱
は 、こ の 岩
盤 を 削り、
川の流れを
スムーズに
する難工事
を 3 年 の 歳
月をかけて成し遂げました。また、その上流に井
堰を設けて下流の水田に水を流す井水を開削し、
家城と川口の両地区の灌漑用水を設けました。こ
れによって4,000石近くの石高が確保されること
となり、その恩恵は津藩だけでなく紀州藩の領域
にももたらされました。

高野井の整備
　為綱が指揮した井水開削はこれだけではなく、
一志町高野には高野井を設けています。これは、
肥沃ではあるものの時折干ばつの被害を受ける
村の庄屋からの願い出に応じ、自ら水路を調査し、
工法を研究して新たに取水口（現在の高野井）を

設けて雲出
川の水を引
き入れたも
のです。約
2.7㎞に及
ぶ水路を整
備 し 、9 年
にわたる工
事を完成さ
せました。

これによってそれまでの4倍の面積にあたる8カ
村の480ヘクタールの水田が潤い、以後は干ばつ
の心配がなくなったといわれます。
　そして24
年 に わ たっ
て伊勢国の
奉行職にあ
った 為 綱 の
もう一 つ の
功 績 が 、伊
勢国内のさ
まざまな 地
誌情報を網
羅 し た「 勢
陽 雑 記 」を
著したことです。ここに記された種々の地誌に関
する情報は、三重県の歴史や風土を探る上でも重
要な内容を含んでいます。
　その後、伊賀奉行に転じた為綱は、天和2（1682）
年に70歳で亡くなりましたが、雲出川の中流域の
開発に関わったその功績は現在にも伝えられてい
ます。

江戸時代の雲出川下流地域（現在の津

地域南部、久居・香良洲・一志地域）を描

いた一志郡領村之図（樋田清砂氏所蔵）

※この図は西が上になっています。

一志町高野にある現在の高

野井堰。為綱による高野井

の整備により、この辺りの村

の干ばつの心配がなくなった

現在の高野井堰の近くにある高

野井記念碑。為綱の功績をもと

にした土地改良や灌漑整備の

歴史をうかがうことができる

山中為綱
慶長18（1613）年～天和２（1682）年

西嶋八兵衛
慶長元（1596）年～延宝８（1680）年
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丸之内に立つ西嶋八兵衛
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八兵衛によってつくられた
高茶屋分水工の現在の様
子。これにより、村々に豊
かな実りがもたらされた
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